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日
本
年
金
機
構
の
個
人
情
報

流
出
事
案
で
は

同
機
構
が
保

有
す
る
個
人
情
報
の
う
ち
約
一

二
五
万
件
が
外
部
に
流
出
し


そ
の
内
容
は
基
礎
年
金
番
号
の

ほ
か

氏
名

生
年
月
日
お
よ

び
住
所
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
が

明
ら
か
と
な

て
い
る

昨
年

発
覚
し
た
ベ
ネ

セ
の
個
人
情

報
漏
え
い
事
故
の
記
憶
も
さ
め

や
ら
ぬ
中
で
発
生
し
た
今
回
の

事
案
は

国
か
ら
の
委
任
・
委

託
を
受
け
て
公
的
年
金
に
係
る

一
連
の
業
務
を
担

て
い
る
日

本
年
金
機
構
で

外
部
か
ら
の

ウ
イ
ル
ス
メ

ル
に
よ
る
不
正

ア
ク
セ
ス
が
原
因
と
な

て
個

人
情
報
が
流
出
し
た
こ
と
や


流
出
し
た
フ

イ
ル
の
ほ
と
ん

ど
が
パ
ス
ワ

ド
未
設
定
で
あ


た
こ
と
か
ら

行
政
機
関
や

民
間
事
業
者
の
個
人
情
報
管
理

体
制
に
対
す
る
国
民
の
不
安
が

い

そ
う
高
ま
る
こ
と
と
な


た
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こ
の
日
本
年
金
機
構
の
事
案

は

来
年
一
月
か
ら
開
始
予
定

の
マ
イ
ナ
ン
バ

制
度
に
対
す

る
国
民
の
信
頼
感
に
少
な
か
ら

ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

政

府
は

二
〇
一
三
年
に
制
定
さ

れ
た
﹁
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
﹂︵
番
号
法
︶に
も
と
づ
き


社
会
保
障

税
お
よ
び
災
害
対

策
の
分
野
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ

の
利
用
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
き
た

ま
た
今
年
三

月
金
融
分
野
や
医
療
等
分
野
に

お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ

の
利
用

範
囲
の
拡
充
を
図
る
番
号
法
改

正
法
案
を
国
会
に
提
出
し
成
立

を
目
指
し
て
き
た
が
今
回
の
事

案
を
受
け
参
院
内
閣
委
員
会
は

改
正
法
案
の
審
議
を
見
送

て

お
り
現
在
改
正
法
案
の
成
立
の

目
途
は
た

て
い
な
い


　
政
府
は

マ
イ
ナ
ン
バ

制

度
が
安
心
・
安
全
な
仕
組
み
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る

そ
こ
で

は

第
三
者
︵
特
定
個
人
情
報

保
護
委
員
会
︶
に
よ
る
マ
イ
ナ

ン
バ

の
適
切
な
管
理
に
係
る

監
視
・
監
督
や
法
律
違
反
行
為

に
対
す
る
罰
則
強
化
な
ど
の
制

度
と

個
人
情
報
の
分
散
管
理

に
よ
る
芋
づ
る
式
の
情
報
漏
え

い
の
防
止
や
ア
ク
セ
ス
可
能
な

者
を
制
限
・
管
理
す
る
と
い


た
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
お

り

個
人
情
報
の
保
護
が
図
ら

れ
て
い
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と
の
説
明
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な
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て
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た
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か
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報
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マ
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制
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特
有
の

も
の
で
は
な
く
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ベ
ネ
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セ
や

日
本
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金
機
構
に
お
い
て
も


こ
れ
ら
に
類
す
る
措
置
を
講
じ

て
き
た
と
い
え
る

そ
う
だ
と

す
る
な
ら
ば

政
府
に
よ
る
説

明
は
必
ず
し
も
説
得
的
で
あ
る

と
は
い
え
な
い

個
人
情
報
保

護
措
置
に
も
と
づ
く
マ
イ
ナ
ン

バ

制
度
が
安
心
・
安
全
な
仕

組
み
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し

国
民
の
不
安
を
払
拭
す
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こ
と
が
現
在
に
お
け
る
課
題
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と
つ
で
あ
ろ
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総
務
省
の
調
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結
果
に
よ
れ

ば

二
〇
一
三
年
度
に
お
け
る

行
政
機
関
に
よ
る
個
人
情
報
漏

え
い
事
案
で
は

職
員
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庁
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内
で
発
生
さ
せ
た
と
い
う
ケ
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ス
が
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ん
ど
で
あ
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の
は
ご
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わ
ず
か
︵
七
六
一
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中
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件
︶
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あ
る

個
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情
報

の
適
切
な
管
理
に
関
し
て
は


技
術
的
・
物
理
的
な
対
策
も
必

要
で
あ
る
が

個
人
情
報
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取
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扱
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す
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措
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め
て

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情
報
の
適
正
管
理

に
か
か
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認
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め
て
い
く

と
い
う
地
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な
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組
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が

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
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